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町田市政を考える会・草の根ニュースN0.41

監査委員は

　2017年３月７目

連絡先（小林）042-797-3604
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年間の総額2､592万円（議員一人につき６万円×12ヶ月×36人）、

会派に支払われる政務活動費は、すべて市民の税金です。

税金の使途についての重要な記録である会派の会計帳簿。

町田市政を考える会・草の根（以下、草の根）は、町田市議会に対し、

町田顔情報公開条例に基づき、『政務活動費の会派会計帳簿』を

情報公開請求をしました。大変、残念なことに、『公文書不存在』という、

意味不明な回答が届きました。

二の回答を不服とし、2017年２月20目、審査請求書を提出しました。

　　　⇒⇒⇒次ページに草の根が提出した審査請求書のうち、審査請求の理由を掲載します。

あピろき　　　　　，=．

桃のき

山楸gr･き

町田市議会？不思議gr･き？！

代表監査委員と町田市議会議長との公文書・・・

一年で、廃棄するんだ？？！

・
”
　
　
　
一

2017年２月20目、町田弁情報公開条例に基づき、町田市議会に対し、「2014年

度財政援助団体等の監査の際の、町田市代表監査委員と町田市議会議長の間で

交わされた文書すべて」の公文書公開請求を行いました。

３月２目、町田市政情報課にて、公文書公開請求の開示がされました。

町田市議会議長名での｢公文書不存在決定通知書｣にも驚きましたが、その理由

の｢2016年４月に廃棄したため、保有していません｣には、驚きを通り越して、

愕然！！

ちなみに、この公文書は、監査事務局が保有しており、すでに、入手しました。
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b詳しくは、r町田市政を考える会･草の根』のホームページをご覧ください！

h升p://www.m∂chida-kusanone.com
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⇒⇒⇒審査請求書の抜粋

　（２）審査請求の理由

①　　公文書不存在決定処分の際に付された文書中の不存在の理由については。

　「町田市議会政務活動費の交付に関する条例施行規則第11条に、当該会計帳

簿は、政務活動費の交付を受けた会派の代表者が備えることと規定されていま

すが、町田市議会議長への提出義務については、規定されていません。従って、

実施機関である町田市議会としては、ご請求の公文書は保有していません」と説

明されている。

条例施行規則第11条にある、会計帳簿は会派の代表者が備えることの意義の備

備えるとはそういう意味です。

したがって、議長への提出義務を規定していないからといって開示しない理由

にはなりません。

ちなみに情報公開の請求が議長に対して出されたならば、当然議長は､各公証に

提出を命じなければなりません。したがって、公文書の不存在決定は不当です。
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2017年度の町田市議会の議会費の総額は５億1,520万６千円。　／

●市議会議員（定員36人）の人件費は，合計４億5,096万７千円。

　議員報酬，２億3,904万円。期末手当（ボーナス）にに億1,713万円。

　議員共済費，9,479万６千円，公務災害保証費が１千円。

●議会活動費は，総額6,423万９千円。

瀬戸
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一番金額が大きい費用は、政務活動費2､592万円です。議員費用弁償費、500万円

タブレット端末関連費、243万５千円。「市議会だより」印刷費、300万円。

「市議会だより」配布委託料、387万２千円。電話料、236万５千円。　他…
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タブレット端末導入前よりも

なんと・・・１８１万１千円も議会の費用がかさんでる！？

　　　　　町田市議会が導入したタブレット端末。2017年度は、年間243万５千円の予算
矢良恋しが組まれてｏます。ある市議会議員の個人ニュースで、「昨年の９月議会と12月

　　　丿　　議会ではヽ関係費用のうち人件費では28万円ヽＦＡＸ送信費では約１万２千円ヽ　7121ML
用紙代では約２万円（Ａ４用紙４万枚）、合計31万２千円の削減効果ｶあったj

　　　　　との記事を読みました。

早速、今月２目、議会事務局を訪ね、担当者にこれらの数値の算出根拠をたずね

ましたが、答えられない…。算出根拠のない数字は、全く信用できません。

鏝初にも書きましたが､タブレットには年間243万５千円の費用がかかります。

仮に､昨年の９月と12月の２回で合計31万２千円の削減効果を参考にすると、

３月、６月と定例会かおりますから一年間で62万４千円の削減効果があると考

えられます。この理屈でいくと、2017年度は、差し引き、181万１千円となり、

タブレット導入前よりも議会の費用はかさんでいることになります！

ただし、算出根拠が示されていないので、正しいがどうかは不明ですが…。
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